
 

１月１１日（火）に中学１、２年生を対象に実施した

「平成２８年度高知県学力定着状況調査」（実施教科：

国・社・数・理・英）の県内の集計結果がまとまりまし

た。県内の平均正答率に本校の結果を追加してご報告さ

せていただきます。 

 本校の結果は、1、2 年生ともに・全教科、県平均を

大きく上回る結果を残し、県内でもトップクラスの成績

を残すことができています。 

「基礎力を問う問題」はもちろんのこと、「記述式問

題」「思考力・表現力・判断力を問う問題」にもある程

度対応できるようになっています。これは生徒の頑張り

が一番ですが、授業のみならず、毎日の終学活での「わ

ら中タイム」を活用した基礎的内容の反復学習、土曜授

業の余裕時間を活用した「思考力問題学習会」等の効果

が出ているのではないかと思います。この大きな成果の

陰には縦割り班学習会での 3 年生の指導の成果もきっ

とあると思います。 

学校としては、平均の数字を見るだけでなく、個人の

結果を詳細に分析し、今後の指導に活かしていきたいと

考えています。 

【高知県学力定着状況調査結果＝１年生】 

 

【高知県学力定着状況調査結果＝２年生】 

 
 ３月４日（土）、５日（日）は高知県公立高等学校の

Ａ日程入試となっています。 

 ４日（土）は、午前中３教科、午後２教科のペーパー

テストがあります。一昨年度までは１教科４０分で、午

前中４教科、午後１教科でしたが、昨年度から「思考力

を問う問題」を出題するということで、１教科５０分と

なり教科の午前・午後の配分も変わっています。 

 ５日（日）は、面接のみで、学校・受検番号により実

施時間は異なりますが、午前中には終了する予定です。 

 持参物の事前指導は学級で行いますが、弁当、上履き、

受検票、筆記用具等、忘れないようにしてください。 

 この日に向けて、５人はしっかりと頑張ってきました。

全員志望校に合格する力は十分にあります。あせらず、

平常心でチャレンジしてください。多少の緊張は、持つ

力をより大きく発揮する原動力ともなるそうです。心配

いりません。 

 保護者、在校生、教職員、そして地域の皆さん等、た

くさんの方々が５人の健闘を祈っています。 

 

 
 ３月３日（金）・４日（土）は、１．２年生の今年度

最後の定期テストとなる期末テストになっています。 

 そのため、２月２４日（金）の放課後から部活動は休

みとなり、勉強に集中してもらう１週間になっています。 

 高校入試では、入試当日のペーパーテストの成績と報

告書による中学校での成績を総合して判定されます。中

学校での成績は、日頃の単元テストや期末テスト、授業

への取り組み等の結果でつけられます。そういう意味で

も１年最後の期末テストの結果というのは、影響大です。 

 学校の勉強は高校入試のためだけにやっているわけ

ではありませんが、３年生が高校入試に向けて頑張って

いる今、そういったことも考えながら期末テストに向け

ての勉強を頑張ってもらえればと思います。 

   ３月３日（金） ３月４日（土） 

１ 社会 国語 

２ 数学 英語 

３ 理科 （授業） 

４ 学活 （授業） 

 なお、３月３日（金）は午後の授業はないので、給食

終了後放課となります。４日（土）はテスト終了後６校

時まで授業を行い、部活動も再開されます。また、この

日は給食が無いためお弁当がいります。 

 この日の振替休日として６日（月）が休みとなります。 

一歩一歩前進 №38 
四万十市立蕨岡中学校通信「さわらび」 

平成 2９年２月２８日（火）   文責:山脇 

中学校 
国語 社会 数学 理科 英語 

正答率（％） 正答率（％） 正答率（％） 正答率（％） 正答率（％） 

蕨岡中 

１年生 
66.7  55.0 66.7 53.7 68.0 

県平均の差 ＋10.5 ＋19.1 ＋18.5 ＋7.0 ＋16.0 

高知県平均 56.2  35.9 48.2 46.7 52.0 

中学校 
国語 社会 数学 理科 英語 

正答率（％） 正答率（％） 正答率（％） 正答率（％） 正答率（％） 

蕨岡中 

２年生 
75.0  62.4 64.6 53.4 61.5 

県平均の差 ＋19.8 ＋20.4 ＋15.5 ＋11.2 ＋17.6 

高知県平均 55.2 42.0 49.1 42.2 43.9 



【平成２８年度学校評価アンケート結果】 

※ ％は肯定的評価（「そう思う」「ややそう思う」）の割合 

【生徒】 

（１）学校生活は楽しいですか          １００％ 

（２）授業がよくわかりますか          １００％ 

（３）先生は授業のめあて（目標）を示して（わか 

るようにして）授業をしていますか     １００％ 

（４）先生は授業の問いかけを簡潔にしているか   ９３％ 

（５）目標を持って学校生活を送っているか     ８６％ 

（５）悩みや困ったことを先生に相談できますか   ８６％ 

（６）学級は楽しいですか            １００％ 

（７）学校や先生は、意見や希望を聞いてくれますか ８６％ 

（８）これから学校に力を入れてほしいこと（上位のみ） 

    ①地震の時の安全対策をしっかりとする   ６６％ 

    ②将来の進路について考える時間を設ける  ６０％ 

  ③わかりやすい授業をする         ５３％ 

    ④学校行事・部活を充実する        ４６％ 

（９）家庭学習で復習ができているか       １００％ 

（10）  〃  予習ができているか        ２８％ 

（11）「わら中タイム」は役立っているか     １００％ 

（12）自由記述 

  ・これからもよりよい学校生活を送りたい。 

  ・生徒の意見をもっと聞いてほしい。 

【保護者】 

（１）お子さんは学校生活に満足しているか    １００％ 

（２）先生はわかりやすい授業をしているか     ８０％ 

（３）悩みや困ったことを教職員に相談できますか  ６６％ 

（４）お子さんは目標を持ち学校生活を送っているか ７３％ 

（５）お子さんは悩みや困ったことを教職員に気軽に 

相談していると思うか            ５３％ 

（６）子どもは学級を楽しいと感じていると思うか  ９３％ 

（７）学校は家庭への連絡・情報提供を積極的に実施 

しているか                 ８６％ 

（８）学校は子ども・保護者・地域の意見を聞き、学 

校運営に反映させているか          ９３％ 

（９）子どもの家庭学習に、家庭で協力している   ８６％ 

（10）これから学校に力を入れてほしいこと（上位のみ） 

    ①わかりやすい授業をする         ８０％ 

    ②将来の進路について考える時間を設ける  ５３％ 

②教職員の資質・指導力を向上させる    ５３％ 

④ルールや決まりを守る指導に力を入れる  ２７％ 

（１１）自由記述 

    なし 

【地域】 

（１）学校の教育活動は満足できる状態ですか    ８４％ 

（２）子どもたちは目的を持って充実した学校生活を 

送っていると感じるか            ７９％ 

（３）教職員は意欲を持って教育活動にあたっている ９０％ 

（４）学校は学校や子どもたちの課題をオープンにし、 

保護者や地域と協力して解決できているか   ７４％ 

（５）これから学校に力を入れてほしいこと 

    ①ルールや決まりを守る指導に力を入れる  ６３％ 

②わかりやすい授業をする         ５８％ 

    ③将来の進路について考える時間を設ける  ４２％ 

（６）自由記述 

  ・少人数だからできる教育方法を考え、蕨岡小中の連携を図り 

個性豊かで、魅力的な学校づくりを目指してはどうか。例え

ば、個性を生かした一人ひとりの教育計画を立てる等。 

  ・教育活動や子どもたちの学校生活等についてはよくわからな

いので、アンケートに答えることができない。 

  ・保小中で蕨岡の子どもたちをどのように増やしていくかを考

える必要がある。 

  ・少人数ですが、個人を大切にした教育活動が行われており、

生徒も生き生きとした態度が見られる。 

  ・大きな声を発生する力が少し足りない。 

 

■成果と課題（教職員で分析した一部を紹介します） 

【成果】 

 ○学校（学級）が楽しいと回答している生徒や保護者の割合が 

100％となった。 

 ○授業が分かると回答している生徒も 100％となった。 

 ○生徒の目的を持って学校生活を送っている割合が８６％と、昨 

年度より１８％以上、上回っている。 

 ○悩みや困ったことを先生に相談できる生徒が、まだ少ないとは

思うが増加傾向にある。 

【課題】 

 ●上記の成果の全てにおいて、否定的評価が少人数でも、それを

重く受け止め、今後の改善に活かしていくことは重要である。 

 ●生徒は、宿題は１００％できているが、今回のアンケートで、

それ以外の自主的な予習・復習については、まだまだ厳しい結

果となっている。今後の大きな課題である。 

 ●生徒の回答に 100％が多くあるが、人数も少ないため回答者

が限定される可能性が高いことや、優しさ、遠慮もあるのでは

ないかとも考えられる。100％だから良しとするのではなく、

今後更に充実していかなければいけないということを肝に銘

じて取り組んでいく必要がある。 

 

お忙しいなか、ご協力ありがとうございました。 

 

全校レクのフルーツバスケット 


